
令和４年度 学生を対象とした授業改善評価アンケートに対する改善報告書 

授業科目名：ケア・スピリット論Ⅰ 科目責任者または記入教員氏名：清水 哲郎 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 1 年生・基礎科目 

 全科目平均および基礎科目平均と比べて、これまでより評価が高い項目が多かったと思います。こ
れは、昨年度までは教科書が作成過程で記述が欠けるなど不十分なところが多かったのですが、今回
は完成させて刊行したものを使ったために、授業において教員の話を聞きながら、テキストの該当箇
所を読むことができ、学修の助けになった点が影響していると思います。自由記述で教員自作の教科
書を使えたことを評価するコメントが複数あったのはこれを裏付けていると言えるでしょう。また、
授業内容の理解をチェックするようグーグルのクラスルームに練習問題を毎回出すようにした点も良
かったのではないでしょうか。 
 反面、「難易度の適切さ」については平均より目立って低く、自由記述にも「難しい」旨のコメント
が複数ありました。期末試験の成績の分布をみても、難しくて困ったグループが生じたことが分かり
ます。この点は今後の改善課題だと思っています。 
 クラスルームで出席を確認した点についての要改善との指摘が複数ありました。これはもっとも
で、今後は別のやり方で出席確認をするように検討します。 

 

授業科目名：日本国憲法・憲法 科目責任者または記入教員氏名：菊地 洋 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 1 年生・2 年生 基礎科目 

今年度の「憲法」「日本国憲法」は、カリキュラム改正のため１・２年の合同授業になりました。例年
の２倍の受講生でしたので、教室の奥まで着席することになり、スライドが見えにくいなど、受講生
のみなさんにも不都合があったのではないでしょうか。 
受講生の一部に「講義中に当てられたくない」という声が寄せられましたが、私は、講義は教員が一
方的に語るのではなく、多くの受講生との対話（参加）で成り立つものと考えています。それゆえ、
講義中に受講生に「これはどう考えますか」「ここに何が入りますか」なとど机間巡視をしながら、受
講生の理解度などを把握しています。確かに、今年度は人数が多く、教室前方部の学生を当てる頻度
が多くなったと思いますが、この点はご理解いただきたいです。 
また、今年度は出席票の配布方法にもいくつかご意見をいただきました。講義途中に配布する方法も
あるのでしょうが、講義の流れを中断してまで配布するのは、私としてはどうなのかと思い、入室の
際に持参いただく方法をとっています。正直、大講義における正確な出席確認は難しいです。また、
講義中に学生の入退室が多いとの声もいただきましたが、それは私の講義がつまらない、おもしろく
ないという学生が多かったことの表れなのかもしれません。抽象的になりがちな法学の話をなるべく
わかりやすいように工夫をしているのですが、まだ工夫が足りないということなのでしょう。次年度
以降、出席票ではなく、ネット上での書き込み（保健医療大では Google Classroom の活用）なども
視野に、検討してみます。 
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授業科目名：社会と福祉 科目責任者または記入教員氏名：相澤出 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

授業評価では高い評価をいただきましたが、講義担当した私としては、かなり反省点が多い講義とな
りました。内容を盛り込みすぎており、講義内容の精選が不十分であったことがあります。さらにコ
メントにもありましたが、コメントペーパーへの応答に時間がさかれすぎており、その後の講義の進
行が速くなりがちであったことは反省しなければいけないと考えています。例年ならば、応答のため
の資料も作成することで時間のとりすぎを防止しているのですが、今年度前期はあまりに仕事が多
く、多忙であり、講師側に応答資料を作成する余裕がまったくない状態でした。講義内容の精選とあ
わせて、できるだけ見直しを進めたいと考えます。 

 

授業科目名：情報リテラシー 科目責任者または記入教員氏名：大井慈郎 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

 まず、数多くの学生が、自由回答の欄に授業に対する好意的なメッセージを書いてくれたこと、素
直にうれしく思います。ありがとうございます。みなさんもしっかりと授業に取り組んでくれていた
と思います。 
 パソコンの起動時間については、大学の設備の問題ですが、改善の要望はこちらからも出しておき
たいと思います。 
 授業を学籍番号前半クラスと後半クラスを午前と午後に分けていることから、ときどき午前午後を
逆にしてほしいという意見があることは理解しています。ただ、固定してほしいという意見もありま
すし、個人的には固定した方がみなさんも他の予定を入れやすくなると考えています。 
 授業中に評価の高い学生の課題などを紹介する際は、かならず個人が特定できないように加工して
います。他の学生の学習のためにも引き続き紹介したいと考えていますので、事前周知をこれまで以
上に行いたいと思います。 

 

授業科目名：対人コミュニケーション 科目責任者または記入教員氏名：岡田実 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

 
 年齢・性別・疾患・病態・現在の病状・家族構成…など，患者様とのコミュニケーションは，場面
毎にチューニングを微妙に変えながら図る必要があることを理解して欲しいと願っております．考え
たとおり，微妙なチューニングを調整することが大切であることをご理解いただいたようで安心しま
した．試験も皆さん合格していただけました． 



授業科目名：看護の基礎化学 科目責任者または記入教員氏名：川崎 雅志 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

 
 必修科目でもあり、内容をどの程度のレベルにしたらよいか模索しながら授業に臨みました。出席
カードへの記載が皆無に近く、理解していたか心配なところもありましたが、試験での解答状況はよ
かったと思います。 
 「生化学」との連動制をもう少しもって臨んでもよかったと考えています。 

 
 

授業科目名： 看護の基礎数理 科目責任者または記入教員氏名： 川崎 敏 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

講義の内容は現場で使われる濃度、点滴の速度、ガス圧などに関する計算が主です。特に計算が苦手
な学生が受講しているため、自己学習をするよう小テストを毎回行い、質問しやすいようできるだけ
声をかけながら学生の間を巡回しました。しかしながら、「自己学習をしたか」「質問の機会は適切
か」「難易度は適切か」という項目で顕著に評価点が低くかったのは非常に残念です。方策を考えない
といけませんが、学生には、 
義務教育の範囲で計算できるものばかりだということを理解し、危機感を持って臨んでもらいたいと
思います。 

 
 

授業科目名： 看護の基礎物理 科目責任者または記入教員氏名： 川崎 敏 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

 
講義は、物理の苦手な学生に物理の重要さと楽しさを知ってもらうことを目的にしました。毎回、扱
う法則や定義は一つにし、それによって身の回りの現象や看護の技術をどう説明できるか考えてもら
いました。感想をみるとある程度目的は達成できたかなと思います。どんなことにも必ず理由がある
のだ、ということを念頭にいつも「なぜ？」と考えながら学んでいってほしいと思います。 

 
 
 
 



 

授業科目名：人間と心理 科目責任者または記入教員氏名：青山慶 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・基礎科目 

 ほとんど全てのアンケート項目において、全科目平均および基礎科目平均を上回っており、概ね好
評を得たようであった。受講生の皆様には、授業の進行に協力して頂いたことに改めて感謝したい。 
 「もう少し詳しく教えてほしいと思う時があった」「わからない時があった」という意見に関して
は、リアクションペーパーや質問の時間を利用することで、分かりづらい話題を繰り返し説明した
り、関心が高いトピックについて掘り下げる時間を設けたい。 

昨年度に引き続いて、プリントをカラーにして欲しいという要望があった。こちらに関しては、印
刷コストの関係で対応は難しいことが予想されるが、色彩に関するページなど、部分的に資料のカラ
ー印刷が可能かどうか検討したい。 
 

 

授業科目名：生涯発達論 科目責任者または記入教員氏名：濱中喜代 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 1 年生・専門基礎科目 

アンケートへの丁寧な記述をありがとうございました。評価点は 3.79〜4.0 で、総合評価では 3.98
と高得点で、安心しました。自由回答では動画を見たり、予習があったりして理解が深められたこと
や、乳児期から老年期まで人の一生が理解できたこと等の肯定的な意見が多くありました。時間数が
半分になり理解が不十分になるのではないかと心配していましたが、それは払拭できました。 

 

授業科目名：看護学概論 科目責任者または記入教員氏名：長谷川幹子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・専門基礎科目 

 ほとんどの項目が 4.0（最高点）という高評価だったことを、たいへん嬉しく思います。ありがと
うございます。 
 また、自由回答においても「看護とは何か」、「看護師としてのあり方」、「看護に大切なもの」につ
いて考えることやイメージすることができ、「看護の基礎知識」を学ぶことができたという内容が多
く、この授業により、みなさんの看護・看護学に対する興味・関心が深まり、次の学修への動機づけ
となったことがうかがえました。 
 この結果は、みなさんが真剣に授業へ取り組んでくれたことも大きく影響していると思います。今
後も、みなさんが意欲的に学習を継続できるような授業を目指していきます。 

 
 



授業科目名：基礎看護援助論 科目責任者または記入教員氏名：作間弘美 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 1 年生・専門基礎科目 

 4 項目すべてにおいて 3.9 以上の評価であり、「授業の内容について」「授業の技法について」の項
目において 3.98 の高評価であることは、皆さんの学習に適した授業展開ができたものと嬉しく思って
います。「授業の予習・復習などの自己学習をしましたか」の内容について、3.87 と一番低い評価と
はなっていますが、それでも高得点でありますので、皆さんが積極的に一生懸命取り組んだ姿勢の表
れと思います。今後、もっと皆さんが予習・復習を行いやすいように考えていきます。 
 授業への意見としましては、演習要項の内容をもう少し詳細にしてほしいということが挙げられて
いました。演習前に教員間でさらに要項の中身を吟味し、わかりやすい要項を提供できるよう努めて
いきたいと思います。 

 

授業科目名：形態機能学（解剖学） 科目責任者または記入教員氏名：遠山 稿二郎 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  1 年生・専門基礎科目 
  授業内容が少し多過ぎるかも知れませんが、看護で必要な「基礎知識としての解剖学」が少しで

も豊富になることを期待するものです。大学らしいところ、と理解してください。全体的な授業
内容を少し削減する方向で検討してみます。 

  解剖学では、「人体解剖入門」と「グラフィカ」を教科書としました。授業中、スライドで使用す
る重要な図表などは、教科書のページを明記していますので、改めて、配布する必要性を感じま
せん。 

  プリントについては、講義を聴きながら、説明した部位の名称などを自分で書けるように、との
配慮です。活用いただけるとありがたいです。 

  レポート課題の解説については、授業で話した内容そのものです。改めて、解説する時間的余裕
はありません。特に、疑問な点は、授業狩猟後、質問してください。 

  授業中、「理解できない、説明についていけない、話が聞こえない」、等の場合は、必ずその場
で、手を上げ、質問を。お互いに努力し、より良い授業を作っていきましょう。 

  今後も、見やすいスライド、聞きやすい講義になるよう工夫し、できるだけゆっくりと進めたい
と思います。  

 

授業科目名：生化学 科目責任者または記入教員氏名：川﨑 雅志 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 1 年生・専門基礎科目 

 例年、8 コマという限られた時間の中で必要な内容を授業することに苦心しているところがありま
す。どうしても分量が多くなり、その分、自学自習を重ねてほしいと考えています。 
 出席カードへの記載が皆無に近く、理解していたが心配なところもありましたが、試験での解答状
況は例年に比べてよかったと思います。 



授業科目名：臨床栄養学 科目責任者または記入教員氏名：山崎久美子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） ２年生・専門基礎科目 

・今後は、教科書は、私がみなさんに知っていてほしいと思うところをピックアップして紹介しま
す。教科書に絡めながら、臨床での経験や、技術・知識の活かし方などをもっと話します。 
・第 14 回などのように資料をまとめたり、一コマごとにスライドを作るなどします。 
・「大事だと思うこと」「重要だと思うこと」をメリハリをつけてみなさんに伝えます。そして、伝わ
っているか確認します。 
・「テストの部分」、「テストに出るところを教えてください。」と言われることに「抵抗」がありまし
た。今思うと、「テストに出るところ＝重要なところ、覚えて欲しいところ」を伝えれば良かったのだ
と思えます。 
・テスト問題については、解釈がぶれない表現の文章で出題します。 
・テストの出題については、みなさんに統一してお伝えします。 
・出席票に意見を書いていただきありがとうございます。 
「要点をまとめて欲しい。教科書を読むだけなら自分でできる。」については、授業でも話しました
が、この教科書の中身は、臨床栄養の全てではないので、一通り目を通してもらうことは、広く浅
く、把握してもらうには良いことと考え、頑なに実施しました。私の考えを押し付けました。その結
果、「時間の無駄」と感じた方がいます。今後は、教科書に加えて、資料やスライドを作成し、また、
現在の実際の臨床現場の対応をもっとお話します。 
・いただいたご意見については、口頭でお答えしたり、実行したつもりでいました。アンケートを読
み、配慮できていないことがあったことがわかりました。今後は、みなさんに、その都度確認をと
り、進めます。 
・小テストは、小テスト終了後に解答や解説をしたり、解答を配布するなどします。 
・対面式の良さを生かした講義をします。コロナを意識し、非接触の方法で進めました。みなさんと
やりとり出来る方法を考えます。 
・最後の授業では、遅刻し、更にみなさんにお渡して、紹介しようと準備したサンプルの数が不足す
るという事態にパニックしてしまいました。すみませんでした。最終日なので、その日に終わらせな
ければとの思いからの行動でした。搬入する前に数量の確認をもう一度すること、不足分は、後で解
説文を添付してお届けすればよかったです。 
・15 回、ともに学んでいただきありがとうございます。そして、たくさんのご意見・感想をいただき
感謝です。講義の機会に活かします。ありがとうございます。 
 
 

 
 
 
 
 



授業科目名：家族という社会 科目責任者または記入教員氏名：相澤出 
開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 2 年生・基礎科目 
「家族」という絞られた論点を深掘りする講義ですので、興味が無いとなかなか辛い講義であったと
思います。ただ家族の存在は、看護について学び、考える時、さまざまなところで無視できないもの
として登場してきます。感想を見ますと、受講者の多くの人が、講義内容の意義をよく理解してくれ
たと思われました。ご指摘いただいた内容として「資料のあり方（見直しを含む）」、「資料の見えにく
さ」に関するものがありました。資料が多すぎるので、紙ではないかたちを考えてはどうかというご
提案もありましたが、ちょっと考えてみます（これはかなり大きな路線変更になるので、簡単に「変
えます」というのは難しいのです）。資料の見えにくさについては、word 資料をそのままプロジェク
ターから映したことによるところが大きいと思われました。この前期、あまりに多忙で、パワーポイ
ントへの移行が進まなかったことが一因ですが、なんとか改善に努めます。 

 

授業科目名：英語Ⅱ 科目責任者または記入教員氏名：Lester Ng 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・基礎科目 

Hello everyone! 
 
Thank you for all your hard work! 
 
We had a good semester learning and speaking English together. I enjoyed it and I hope you all enjoyed it as 
well. 
 
Good luck in your future studies! 

 

授業科目名：小児看護学概論 科目責任者または記入教員氏名：濱中喜代 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 

 アンケートへの丁寧な記述をありがとうございました。総合評価では 3.94 と高得点で、安堵いたし
ました。自由回答では子どもについて知ることができたこと、演習体験が学びになったこと等の肯定
的な意見が多く、小児看護学の理解につながったことに価値があったと思いました。スライドや動画
をクラスルームに配信したことに対する感謝の言葉がありましたので、継続したいと思います。改善
意見にはグループ発表の学生の態度について、人任せにしていた学生への批判がありました。教員も
注意しますが、学生同士でも注意してほしいと思いました。また毎回の感想を皆さん丁寧に書いてく
れていましたが時間がもう少し欲しいとの意見がありましたので、今後はとれるように努めたいと思
います。 
 



授業科目名：精神看護学概論 科目責任者または記入教員氏名：岡田実 
開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 
 熱心に講義に参加していただけたようです．マイクの音声については気にかけているところです
が，がなりたてるような音量は控えたいと思っています．聞き取りにくい時には挙手をしていただい
て，遠慮なくお申し出ください．試験も皆さん合格していただけました． 

 

業科目名：老年看護援助論 科目責任者または記入教員氏名：勝野とわ子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 

みなさんの授業評価の内容からより老年看護援助論の講義内容についてわかりやすく魅力的になるよ
うしていきます。みなさんも大学生として自主的に学ぶ姿勢を保ち提示されている教科書だけでなく
更なる資料などを基に高齢者看護について知識を得るとともに考えを深めてください。 

 

授業科目名：母性看護学概論 科目責任者または記入教員氏名：江守陽子 

開講年度・時期 令和 4 年度・前期 （FD 委員会記入欄） 2 年生・専門科目 

母性看護学は初めて知る内容が多く、しかし看護師になるために知っておかなければならないこと
の多い科目のひとつです。そのため、授業では模型などの教材を使用しながら理解を促し、前後の予
習、復習を通し効果的に学習ができるように授業を工夫しています。今後も教材の工夫や活用により
授業での理解が進むよう心がけていきたいと考えています。 

内容が多岐にわたるので、ぜひ授業以外でも自己学習をしてください。皆様の主体的かつ意欲的な
学修を期待しています。 

 

授業科目名：成人看護援助論 科目責任者または記入教員氏名：土田幸子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 

この科目も療養援助実習Ⅰで受け持つ機会が多く、成人期に多い疾患を選択して構成した。特に、1
年次で学習した疾病論１の理解も深められるよう意識して展開した。その結果「成人期の特徴的な病
気について詳しく学ぶことができた。また治療法や、よく起こる危険なことについても学ぶことがで
きた。」「今まで学んだことをどのようにして知識として蓄えていかなければならないのか、その心構
えをたくさん教えていただいた。」などの感想があり、今後も継続していきたい。 
しかし、「課題として提出した事前学修も評価対象に入れて欲しいです。評価されないと課題をやらな
いのか、という話ではなく、純粋に課題と向き合ったことを認めて欲しいです。」とあるが、この点に
ついては評価をしていたがシラバスに明記していなかったため、学生にはったわっていなかったよう
である。さらに、「先生がお話ししてくださるスピードが速くてメモを取り損ねてしまった場面が多々
あったため、改善していただきたいです。」学生の反応をみながら行ってはいたが、このような学生も
いたことを反省し展開していきたい。 



授業科目名：看護過程論 科目責任者または記入教員氏名：土田幸子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 

この科目は、その後の療養援助実習Ⅰで初めて、受持ち患者に適用することを意識して 
グループワークを中心に展開した。事例展開では 1 グループあたり 6〜5 名の編成とし、各グループ
に教員を配置し指導を行った。「これからの実習にとても大事な看護過程についてグループと先生の力
で理解することができた。なぜのそのような状態に至っているのか遡って考え、調べていき、アセス
メントをしっかりと行うことで関連図も看護問題も明確になってくるのだと改めて学ぶことができ
た。」「疾患について表面的にではなく深く掘り下げて調べ理解していくことが大切なのだと感じた。」
「患者さんと接するためにどのような過程を踏んでいくのか、看護計画に結びつける為には何を考え
なければならないのかなど学ぶことができた。」などの感想があり、グループワークにより理解が深め
られた。しかし看護過程の最初の段階である情報の意味を解釈し、判断するアセスメントの段階で、
知識の活用に苦慮していた。そのため、毎回の自己学習が必要となり「授業前後の課題の量と難易度
について」の項目が最も低い評価となったと考える。今後も看護過程を記していくためには、主体的
に自己学習が重要であることを今後も指導していきたい。 
 

 
 
 

授業科目名：看護倫理 科目責任者または記入教員氏名：石井 真紀子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  2 年生・専門科目 

この授業では、事例をもとに個人ワークやグループワークを通して、倫理的判断について検討して
いただきました。皆さんからは「事例から深く考えることができた」「グループワークで自分以外の意
見を聞き視点が広がった」という意見が寄せられていました。倫理的判断について学びを深めること
ができた、と捉えております。アンケートの点数では、全科目平均と比較して良い評価が得られまし
た。その一方で「グループがもう少し少人数でもよいのではないか」「話が長すぎて何が大事かわから
ない」という意見もありました。 

以上より、これからも皆さんの倫理的判断能力が培われるように教育方略についてさらに検討して
いきたいと考えております。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科目名：療養援助技術論 科目責任者または記入教員氏名：作間弘美 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 2 年生・専門科目 

 すべての項目・内容において 3.9 以上の評価であり、皆さんが積極的に授業に一生懸命取り組んだ
姿勢の表れと、私たち教員が皆さんの学習に適した授業展開ができたものと嬉しく思っています。今
後も、皆さんが学習しやすい環境を整えていけるよう努めていきたいと思います。 
 今後改善してほしい点として、私たち教員の指導方法について厳しい意見をいただきました。指導
の意図としては、グループでの技術の振り返りを行ってから、説明をした方がつながりやすいのでは
ないかと考えましたが、皆さんが求めていた内容とすれ違いが生じてしまったようです。今回のご意
見を教員間で共有し、指導の在り方について再度検討していきたいと思います。 

 

授業科目名：社会と福祉 科目責任者または記入教員氏名：相澤出 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・基礎科目 

8 コマという、かなり少ない時間の制限内で、社会福祉・社会保障の入門編に当たるところを、概要
とはいえ網羅する講義であるため、内容が圧縮されており、受講する皆さんも大変であったと思いま
す。それでも感想からは、他の隣接する講義の内容と関連させながら受講している人が少なからずい
たことがうかがわれ、安心しました。看護あるいは国試に関係する内容だけでなく、社会福祉の歴史
や視点などにもふれましたが、その意義を理解してくれた人も多く、うれしくありました。講義担当
者側の反省点としては、限られた時間内で多くの内容を伝えようとして、いささか詰め込み過ぎとな
ったところがありました。内容の増量があった一方で、多忙のため、精選（削除）の方が疎かになっ
てしまいました。この点、見直しをしていきたいと考えます。さらに、講義資料の見にくさ等につい
てコメントが多々ありました。多忙のため、パワーポイント資料への移行に後れを来したところがあ
り、そこも改善をしたいと考えます。 

 
授業科目名：ヘルスプロモーション論 科目責任者または記入教員氏名：鈴木るり子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 3 年生・専門基礎科目 
授業評価にご協力ありがとうございました。 
授業に皆さんは真剣に取り組んでいました。 
授業評価では、GW の取り組みにより、メンバーの意見を集約しながら、ヘルスプロモーションの

課題を解決できたと評価されていました。その一方で教員の話し方や資料の多さが問題になっていま
した。 

次年度の改善策として、ヘルスプロモーションの概念や行動戦略の習熟度の低いことを考えて、講
義での話し方や資料の説明で高められるように工夫する事と、事前課題を出し、自己学習して臨める
内容にしたいと考えています。 

 



授業科目名：公衆衛生学・疫学  科目責任者または記入教員氏名：立身政信 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 3 年生・専門基礎科目 

「学生自身の取り組み」が、各項目とも全科目平均や専門基礎科目平均よりも評価が低いのが気になり
ます。受講する中で感じたり考えたりすることを期待する講義なので、予習や復習など、自身での取り
組みの方法が解らないということかもしれませんが、普段から、新聞・テレビ・ラジオあるいは SNS
等の報道や論説に触れて、社会情勢に興味を持つことが講義内容の理解につながります。 
 レポートの課題や内容について事前に詳しく知りたいとの意見がありますが、そうすることが講義
内容の理解に資するとは思えません。また、大幅に遅刻をしてきた人と同じ扱いをされたくないという
意見がありますが、レポートや出席の評価を他者と比較することにはほとんど意味がありません。自分
自身がしっかりしていれば良いことです。 

 
 

授業科目名：慢性期看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：土田幸子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・専門科目 

この科目は、6 月からの領域実習開始前であったため、今後の臨地実習での受け持ち患者の疾患の理
解を深めてもらうために今年度から各回に疾患看護の事前学習課題を課し、それを基に授業を展開し
た。そのことについて「事前課題があることで、振り返りや授業中に付け足しなどを行うことがで
き、より勉強を深めることが出来た。」「事前課題をしてから授業に臨むことで、より理解を深めるこ
とができた。反対に事前学習で足りなかったこと、自分が 2 年生までの学習で忘れていたことを明
確化できたのでよかった。」などの感想が聞かれ、自己学習の推進になったと考える。また、科目の最
後に演習を組み入れたが、「演習は 1・2 年時のフィジカルアセスメントの復習にもなりもう一度確
認することができた。」「手技で不安な部分は実習前に復習したいと改めて考えた。」とある反面、「演
習の実施内容を前もって詳しく教えて欲しかった。」という回答があり、次年度に向け検討していきた
い。 

 
 

授業科目名：がん看護論 科目責任者または記入教員氏名：石井 真紀子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・専門科目 

熱心に授業に参加していただきまして、ありがとうございます。アンケートのスコアや自由記述の
内容から、概ね皆さんからの評価は良好と判断しました。改善点としては、グループワークを取り入
れて皆さんがより主体的に学びを深められる方略を検討していきたいと考えております。 

 
 



授業科目名：母性看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：大谷良子 
開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・専門科目 
・母性看護は暗記しなくてはいけない項目が多いですが、技術論を通してそれを活用できるよう工夫しま
した。その結果、母性看護学の知識と技術を結び付けて学習することができたとの感想が多く、我々の授
業の狙いどおりの目的が果たせたと安心しました。 

・グループワークで授業を進める方法については、互いの学びの深まりや実習に向けたグループダイナミ
クスへとつながる効果があったように思います。今後も継続したいと考えます。 
・実習に向けた事前学習等の提示の時期については個々の学生が計画立て実施できるよう配布のタイミン
グや提示方法を検討していきたいと思います。 
・技術演習や技術試験の内容の詳細な説明の希望については、実習の場での褥婦さんは多種多様ですの
で、まずは演習内容として最低限の基本に絞っています。確実にマスターした上で臨機応変に対応できる
ようになってほしいと考えます。技術試験内容について（模型を使用しての試験である等）具体的な提示
については、今後検討したいと思います。 
・授業を進めていく中で、学生・教員間でその都度意見や質問をかわすことで、より良い授業発展してい
くと思います。積極的な取り組みを期待しています。 

 
授業科目名：小児看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：下野 純平 
開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・専門科目 
 授業評価アンケートにご回答いただき、ありがとうございました。 
 「学生自身の取り組み」が 3.94 でした。授業に熱心に取り組んでいただき、ありがとうございました。
自由記述を拝見し、発達段階や個性（気質）に合わせて子どもと関わることの重要性など、小児看護学の
教員が大切にしていることが皆さんに伝わっていることを確認でき、とても嬉しく思います。今後も、皆
さんが意欲的に取り組めるような授業内容・展開方法を考え、実践していきたいと思います。 
 健康教育の時期を早めてほしいという意見が複数ありました。全 15 回の授業の構成を見直していきたい
と思います。 

 

授業科目名：精神看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：長南幸恵 
開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・専門科目 

本科目は、精神看護における看護過程の展開を中心に実習において活用できる知識と技術の修得ができる
構成にしています。多くの皆さんから、学びの深まりや、講義や資料のわかりやすさを高く評価され、教員
冥利に尽きます。ありがとうございました。 

3 年生の皆さんは、既習の精神看護の知識と他領域での事例展開経験から、本科目の事例展開を発展的に
取り組める段階にあります。精神の事例展開は、いくつかのアセスメント例を転用しながら思考プロセスを
アウトプットする演習に設定しています。この科目の成果は、実習において実感することになると思います。 
 出席確認の締切りに関する要望が 1 件ありましたが、翌日以降の連絡でも受け付け、さらに出席連絡が
ない方へは、こちらから確認を行っています。今後も出席申請が遅れた場合であっても出席として対応し
ていきたいと思います。 



授業科目名：在宅看護学概論 科目責任者または記入教員氏名：大沼由香 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・統合科目 

学生授業アンケート評価は受講学生 84 名中、回答者数 75 名、回答率 89％でした。総合評価は 3.87
と高評価でした。１.学生自身の取り組みは 3.85 で、最も評価が高かったのは、「意欲的に授業に参加
した」3.87 でした。授業に熱心に取り組んでいただきありがとうございました。２.授業内容について
は 3.87 で、最も評価が高かったのは「授業を受け満足感はあるか」3.89、「毎回の授業の内容は興味
関心が持てるものでしたか」3.88 でした。3.授業の技法は 3.89 で、最も評価が高かったのは「教員の
話し方」「テキストや資料の活用」「教室の環境」でいずれも 3.89 でした。自由記載でも、授業がわか
りやすい、在宅看護への関心の高まり等が多く記載され、資料がみやすい、現場の方のお話がきけた
のがよかった等が書かれておりました。昨年、低い評価（3.76）だった「テキストと資料の活用」
は、3.89 になっており、スライドの解像度等を変更して見やすくし、配布資料の余白に書き込みでき
るようにしたり、カラー資料にした結果が反映されたと考えます。改善意見は特になく、グループワ
ークを増やしてほしいとの要望があったので、次年度取り組んでいきたいと思います。 

 
 

授業科目名：リハビリテーション看護論 科目責任者または記入教員氏名：古舘郁子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  3 年生・統合科目 

ご意見をありがとうございます。 
講義に行った時期は、課題が多く忙しい時期だと伺っていましたが、「リハビリテーション看護」に

関する学習状況を確認するためには、レポートは必須であると考えております。総論はレポート、各
論はテストで評価させていただきましたので、ご了承ください。 

今後の改善点としましては、レポートのテーマや出題範囲について、早めに提示したいと思います
し、リハビリテーション看護について、楽しく、わかりやすく学べるように、臨床の事例を紹介する
こと、体験学習や療法士や臨床心理士などの講義が可能か検討するなど、講義内容についても吟味を
したいと考えております。 

 
 

授業科目名：看護教育論 科目責任者または記入教員氏名：江守陽子 

開講年度・時期 令和 4 年度・前期 （FD 委員会記入欄）  4 年生・統合科目 

概ね良好な評価であり、学生の学修ニーズに沿った講義内容であったと思われる。 
自由記載からも、学生個々に良い学びになっていたことと解釈できる。次年度以降も引き続き、好評
であったロールプレイやグループワーク等を取り入れて、選択した学生の学びに繋がるよう教授した
い。 
 



授業科目名：看護管理論 科目責任者または記入教員氏名：土田幸子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  4 年生・統合科目 

4 年生の科目であり、自らの経験をもとに、卒業後の看護師の姿を学生がイメージ出来るように構成
した。「病院内の制度や、キャリア支援についてこれまで曖昧なままだったので、管理論を通し理解す
ることができた。」「自分自身のキャリア開発について考えることができた。」「看護管理についてやキ
ャリアなど深く学ぶことができ、今後の目標設定を考えることができた」など、自分の経験をもとに
展開したことが生かされたと感じている。また、現役の看護部長をゲストスピーカーに招き、看護管
理の実際についての講義では、病院経営に看護部門は大きく関わっていることや、「看護管理職にはも
ともと興味がなかったが、授業を通して管理職の役割や業務内容について知ることができ楽しかっ
た。」という感想があり、看護管理は看護師長だけで行うのではないことを学べていた。さらには、
「看護管理はみんなが考えておく必要があり、患者に適切な看護を行うために重要であることを学ぶ
ことができて良かった。」という感想から授業目標は達成できたと考えている。 

 

授業科目名：公衆衛生看護管理論 科目責任者または記入教員氏名：鈴木るり子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 4 年生・統合科目 

授業評価にご協力ありがとうございました。 
授業に皆さんは真剣に取り組んでいました。 
公衆衛生看護管理論は、保健師活動に必要な知識・技術を学び実習に直結しています。学ぶ内容が

多く予習・復習は必須ですが、実行しない状況がみられました。 
特に、実習担当地区の地域アセスメントから健康課題を抽出し、政策提言するプロセスを展開する

ための科目になっています。時間内で課題の作成は終わらない状態も見られました。次年度の改善策
として、公衆衛生看護活動に必須である政策提言について強化した講義内容を計画していきたいと考
えています。 

 

授業科目名：公衆衛生看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：鈴木るり子 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄） 4 年生・統合科目 

授業評価にご協力ありがとうございました。 
授業に皆さんは真剣に取り組んでいました。 
2022 年度前期の時間割を前倒しで、３月 14 日からスタートしました。公衆衛生看護技術は、看護

の３学年で取得した技術を復習する時間はなくすべて自己学習になっています。その点が、実習に必
要な技術項目の獲得に困難感を感じたと考えています。 

そのため、改善策として次年度は、学生個々の実習に必要な技術項目の到達度を自己評価してもら
い、技術項目の到達度に合わせたプログラムを提示し、実習に必要な技術項目を習得できるよう検討
しています。 



授業科目名：在宅看護技術論 科目責任者または記入教員氏名：大沼由香 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  4 年生・統合科目 

学生授業アンケート評価は受講学生 65 名中、回答者数 59 名、回答率 91％でした。総合評価は 3.90
と高評価でした。１.学生自身の取り組みは 3.87 で、最も評価が高かったのは、「意欲的に授業に参加
したか」3.93、「学生としての役割は果たせたか」3.90 でした。授業に熱心に取り組んでいただきあ
りがとうございました。２.授業内容については 3.79 で、最も評価が高かったのは「毎回の授業のね
らいは明確か」3.90、「授業内容は量的に適切か」3.88 でした。内容について高い評価で安心しまし
た。3.授業の技法は 3.89 で、最も評価が高かったのは「教材や板書の使い方」が 3.95 でした。総合
評価として、「教員の熱意を感じられた」が 3.95 と全項目でもっとも高評価であり、評価のほぼ全項
目で、昨年よりも評価が上がっておりました。自由記載では、実習につながる授業展開がわかりゃす
い、訪問マナーも学べたのがよい、在宅看護過程の展開方法がわかりやすい等の多数の記載がありま
した。ありがとうございます。一方、課題の量については、3.46 と突出して低い評価で、国家試験対
策、卒業研究と授業時期が重なり、在宅看護実習の事前学習も重なる大変さが自由記載にあり、課題
の量の問題が残りました。授業満足度は 3.92 と高評価であり、課題内容については適切な課題であっ
たことが示されていたので、４年前期の５月中旬までの期間に集中的に 15 回の授業をすることによ
る課題間隔の短さ、時間不足であることが明らかです。そのため、次年度は在宅看護学実習準備に関
するものは、３年の春休みに課題を事前に提示するなど前倒しにすることで、本科目に集中できるよ
うに工夫していきます。また、ロールプレイの練習時に密状況になったとの声があったので、次年度
は、練習時間の人数制限を更に調整し、不安なく練習できるようにしたいと思います。昨年は教員間
のコミュニケーション不足への指摘がありましたが、今年はその意見が全くなかったので、領域内で
の調整や話し合いの充実を計った結果と思い、安堵しております。 

 

授業科目名：保健医療福祉行政論 科目責任者または記入教員氏名：齋藤昭彦 

開講年度・時期 令和 4 年度前期 （FD 委員会記入欄）  4 年生・統合科目 

本学での初めての授業でしたので、これまでの他の科目での「行政・法制度」に関する受講生の理
解度が分からず、受講生の反応を見ながら授業を進めました。 

アンケート結果を見ますと、「法制度には苦手意識があったがわかりやすかった」「法制度とともに
行政の実際が理解できた」「テストの難易度もそれほど高くなく良かった」「他教科で学んだ各分野の
制度の復習になった」などの意見があり、また、2 回の小テストの成績も概ね良好でした。 

受講生の「評価点」と「意見」、小テスト結果から、本授業は概ね「良好」に行うことができ、受講
生の多くは意欲的に学習したと自己評価しております。 

なお、「大事なところ、国試に関連するところなどを教えて欲しかった」「テスト範囲が広すぎて対
策が大変だった」などの意見については、受講生の正直な意見として受け止め、今後の参考とさせて
いただきます。 

 


